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   3.3 開門差止め派ヒアリング 


















第 3 章 今後このようなことが起きないようにするために 
様式６ 



















第 1 章 研究目的 


















事前学習会を開始した。具体的には、2017 年 8 月 25 日に第 1 回事前学習会を開催し、なお疑問が残
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作成した質問票をもとに、9 月 27 日に福岡県の久留米第一法律事務所において開門派弁護団長・
馬奈木昭雄弁護士にヒアリングを行い、訴訟に対する熱い思いを伺った。 
9 月 28 日には、有明海の現状、再生への取り組みを調査するために、佐賀県有明海再生・自然環境
課にヒアリングを行った。また、ラムサール条約湿地である東よか干潟も訪れ、干潟の生態系を自分
たちの目で確認した。 











図 1 東よか干潟見学の様子（2017 年 9 月 28 日撮影） 
 
図 2 干拓の里ゆうゆうランド担当者の方と内部堤防から諫早湾を臨む（2017 年 9 月 29 日撮影） 
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第二 研究成果 
 













1986 年 12 月 環境影響評価の実施事業の着手 
1994 年 潮受堤防工事に本格着手 
1997 年 4 月 潮受堤防の閉め切り 
1999 年 3 月 潮受堤防完成 
2001 年 8 月～ 総合的な事業の見直し1の検討 
2002 年 6 月 事業計画の変更2 
2007 年 12 月 堤防道路供用開始 
2008 年３月 事業完了 
2008 年４月 営農開始 
 
 
いさはやひがたネット http://www.isahaya-higata.net/isa-ariake/より（2017 年 8 月 20 日閲覧） 
                                                  
1防災機能の⼗全な発揮、概成しつつある農地の早期の利⽤環境への⼀層の配慮などがある。 
2⼲拓⾯積を約 1/2 に縮⼩地域を区分し、それぞれの状況に応じた環境配慮対策を実施などがある。 
様式６ 
申請先学部  法学部 採択番号 No.1   
 











係る工事が原因であるとの裁定を申請したが、同委員会は、2005 年 8 月 30 日、申請を棄却する裁定
をした。 










2.2 開門差止め訴訟（2013 年長崎地裁決定、2017 年長崎地裁判決） 
開門請求訴訟における開門確定判決を受け、諫早湾干拓地の営農者及び住民ならびに諫早湾近傍の
様式６ 












らについては、第 2 章で述べる。 














2013.11.12  開門差止め仮処分決定（長崎地裁） 
































































































                                                  
3有明海及び⼋代海を再⽣するための特別措置に関する法律。2002 年 11 ⽉ 29 ⽇施⾏。有明海・⼋代海の環境の保全及
び改善、⽔産資源の回復等による漁業の振興を⽬的とする（第 1 条）。この法の基本⽅針に基づき関係県が指定地域の環
境保全、漁業振興に関する計画を策定する（第 5 条）。 













































第 2 章 本件をいかに解決するか 











 現在に至るまで、福岡高裁から４回、長崎地裁から 1 回、国に対して和解勧告が出された。これを



















































































合的な検討に着手した旨の談話が発表され、2002 年 6 月に事業計画が大幅に変更された。その結果



























































































図 4 諫早湾内干拓地にて「開門調査反対」の看板（2017 年 9 月 29 日撮影） 
 
図 5 飛行機から臨む諫早湾と潮受堤防（2017 年 9 月 29 日撮影） 
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